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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜入室状況＞
【転出】
・東野　愛様～東B3号室→西A41号室
・葛西　とも子様～東C6号室→南D208号室
【転入】
・泉　沙耶様～西B30号室→東B3号室

【入院】
・山野　なみ子様～東合併症室
・中村　征美様～東B1号室

＜患者様情報＞
・長根　瞳様～臨時薬フェキソフェナジン中止指示あり。

・梅田　とよ子様～退院指示、処方あり。初外来日：5月8日(金)　11:30予約済み。

・藪　真弓様～臨時薬フェロミア(50）　2T2×　7日分処方あり。

・戸田　廣孝様～車椅子での座位保持できずずり落ちみられるため、馬渡Drへ報告。安全ベルト使用許可あり。

・関川　トセ様～経管栄養カテーテル交換実施。（次回5/5）

[bookmark: _GoBack]・泉 沙耶様～指示のゼプリオン水懸筋注150ｍｇシリンジ1キット　左肩へ実施(次回5/19)

・中野　直紀様～西病棟転出許可あり。

・関口　莉那様～西病棟転出許可あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中は奇声、大声、他室侵入繰り返し自制困難で、早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。興奮、粗暴発言なく、対面時穏やか。他者発する大声にも興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察指示あり。脱衣弄便繰り返し、着衣状態、維持困難で開放観察を見送っている。シャワー浴、更衣、寝具交換。頻回対応する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・磯嶋　茜様～身体拘束中。9時～16時の拘束解除指示。解除時は不穏興奮や危険行為なく過ごしている。再拘束には拒否無く応じている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。二ヤツキあるも不穏・自傷行為なく経過。拘束部位に循環障害・皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜皮膚科診察状況＞
・藤井　崇史様～鼻翼～周辺部、発赤、落屑（+）、同処置。
処方　ロコイドクリーム　1本

・木口　柊太郎様～左第1趾　発赤、腫脹漸次軽快（内服終了）。
同前処置。

・室舘　清子様～①仙骨部潰瘍　10×10ｃｍ、3×5ｃｍ連結
　　　　　　　　　　　　　　　中央部に黒色壊死
　　　　　　　　　　　　　　　中央部　ブロメライン軟膏+周辺ゲーベンクリーム
②両手背　表皮剥離局面
　　　　　　　　　　　　　　　テラマイシン軟膏+ガーゼ
③右足背、踵　表皮剥離局面
　　　　　　　　　　　　　　テラマイシン+ガーゼ
処方　①ブロメライン軟膏　1本
　　　　　　　　　　　　　　　　　②ゲーベンクリーム　1本
　　　　　　　　　　　　　　　　　③テラマイシン軟膏　1本

・小川　光子様～①仙骨部　3×4ｃｍ、1×2ｃｍの潰瘍局面
　　　　　　　　　　　　　　中央に黒色壊死組織
　　　　　　　　　　　　　　中央部　ブロメライン軟膏+ガーゼ
　　　　　　　　　　　　　周辺部　テラマイシン+ガーゼ
②右腸骨稜部　1×0.5ｃｍ　表皮剥離局面
　　　　　　　　　　　　　　テラマイシン軟膏+ガーゼ
③右手背　1.5ｃｍ×2.5ｃｍの浅い潰瘍
　　　　　　　　　　　　　　ソフラチュール+テラマイシン軟膏+ガーゼ
処方　①ソフラチュール　4枚
　　　　　　　　　　　　　　　　　②テラマイシン軟膏　1本
　　　　　　　　　　　　　　　　　③ブロメライン軟膏　1本

・中村　真理子様～臀部～両下肢に暗紅色、皮膚乾燥、落屑、掻痒（+）
両下肢（慢性）　湿疹
処方①タベジール　2T　2×1　8日分
　　　　　　　　　　　　　　　　　②デルモゾール軟膏　3本

・三浦　郁子様～①仙骨部　特変なし　ゲーベンクリーム
②その他　四肢に表皮剥離　小局面
　　　　　　　　　　　　　　テラマイシン軟膏＋ガーゼ
③両趾爪　皮厚、変形著明
　　　　　　　　　　　　　　一部爪を剪る。

その他の患者様の指示・処方内容に変更なし。

＜入院患者情報①＞
日　　時：令和8年4月21日　13：05
　氏　　名：杉本　ヨシエ様（すぎもと　よしえ）様
　生年月日：昭和12年2月9日(89歳)
　病　　名：認知症疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞　
　現在長男と二人暮らし。日中長男は仕事のため本人は1人で無為に過ごしている。
令和5年頃より物忘れはみられていた。その後徐々に進行みられていた。以前は長男が
仕事に出る時には食事を置いていけば食べたりパンを買ったりしていた。最近では、
長男が帰れば昼食を摂っていない事が多く、本人は食べたか食べていないかもわから
ない状態であった。また、本人が購入した肉が冷蔵庫に入っていても、自身では購入
していないと語っていた。火の消し忘れあり、入浴も行わなくなり更に排泄の失敗が
あるため床に水たまりができていたり、大便が茶の間の床や台所マットについている
事もあった。宅内は不衛生な状況である。行動ひとつひとつに指示確認が必要な状況
。筋力低下からふらつきもある様子。体調不良はなく、病院受診歴もほぼない。長男
の介護負担も増大し、本人に易怒的となることもある。長男は高齢者の相談先がある
ことや介護保険制度も把握していなかった。施設に入所する時には直接契約になると
思っていたため介護保険未申請。現状になり、親戚などから相談をすすめられ、ふれ
あい居宅佐々木様が介入。
長男の希望は施設入所までの環境調整、認知症の鑑別・治療。
　本日診察の結果東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
